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3 緊急輸送道路ネットワーク計画等の策定 

3-1 防災拠点の整理検討 

3-1-1 防災拠点の定義 

※地震防災対策特別措置法 
（地震防災緊急事業五箇年計画の内容） 
第三条  地震防災緊急事業五箇年計画は、次に掲げる施設等の整備等であって、当該施設等に関する主

務大臣の定める基準に適合するものに関する事項について定めるものとする。 
五  緊急輸送を確保するため必要な道路、交通管制施設、ヘリポート、港湾施設（港湾法 （昭和

二十五年法律第二百十八号）第二条第五項第二号 の外郭施設、同項第三号 の係留施設及び同項

第四号 の臨港交通施設に限る。）又は漁港施設（漁港漁場整備法 （昭和二十五年法律第百三十

七号）第三条第一号 イの外郭施設、同号 ロの係留施設及び同条第二号 イの輸送施設に限る。） 

3-1-2 防災拠点の選定 

拠点種類 名称等 

地方公共団体 

都道府県庁等の 

所在地 

県庁舎 沖縄県庁 

各局 沖縄県企業局（県庁） 

広域市町村圏中心市の

役所の所在地 
役所 

那覇市役所、沖縄市役所、名護市役所、宮古島市役所、 

石垣市役所 

市町村役場の所在地 － 
広域市町村圏域の中心市以外の市町村役場 

（小規模離島町村は除く） 

都道府県支庁等の 

所在地 
－ 

南部合同庁舎、中部合同庁舎、北部合同庁舎、 

宮古合同庁舎、八重山合同庁舎 

警察の所在地 

警察本部 沖縄県警察本部 

警察署 

那覇警察署、豊見城警察署、糸満警察署、与那原警察署、

浦添警察署、宜野湾警察署、宜野湾警察署（仮庁舎）、

沖縄警察署、嘉手納警察署、うるま警察署、石川警察署、

名護警察署、本部警察署、宮古島警察署、八重山警察署 

 
  

  防災拠点については、「地震防災対策特別措置法第 3 条第 1 項五号」の「緊急輸

送を確保するため必要な道路」の主務大臣の定める基準でいう都道府県知事が

指定する指定拠点の他、地震防災対策上重要と考えられる施設を、防災拠点と

するものとする。 
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拠点種類 名称等 

自衛隊 
自衛隊基地の庁舎の 

所在地 
－ 

陸上自衛隊那覇駐屯地、八重瀬分屯地、南与座分屯

地、知念分屯地、白川分屯地、勝連分屯地、久米島分

屯基地、宮古島分屯基地、宮古島駐屯地、石垣駐屯

地、恩納分屯基地、知念分屯基地、航空自衛隊那覇基

地、与座岳分屯基地、海上自衛隊那覇航空基地、海上

自衛隊沖縄基地 

救援物資等の

備蓄拠点又は

集積拠点 

空港 － 
那覇空港、久米島空港、宮古空港、新石垣空港、 

下地島空港 

港湾、漁港 

重要港湾 

那覇港(那覇ふ頭･新港ふ頭・浦添ふ頭・泊ふ頭) 

中城湾港新港地区（東ふ頭・西ふ頭） 

金武湾港石川地区、運天港、平良港、石垣港 

地方港湾 宜野湾港、本部港、奥港、兼城港、長山港 

主要漁港 糸満漁港 

物流拠点 

災害時 

民間物資

集積拠点 

琉球物流㈱新港 1 号倉庫、沖縄第一倉庫㈱西町 4 号倉

庫、沖縄第一倉庫㈱港町 1 号倉庫、那覇埠頭倉庫㈱3 号

倉庫 

物流拠点 
その他 

物流拠点 

沖縄県中央卸売市場、小那覇工業適地 

国際物流拠点産業集積地域うるま・沖縄地区 

広域防災拠点 － 
今帰仁総合運動公園、東風平運動公園 

赤間総合運動公園 

道路空間を活用した 

防災拠点 

道の駅 
道の駅（ゆいゆい国頭、おおぎみ、許田、ぎのざ、 

かでな、豊崎、いとまん） 

駅前広場 沖縄都市モノレールてだこ浦西駅 

災害医療拠点 総合病院 － 

日本赤十字社沖縄県支部、県立北部病院、県立中部病

院、県立南部医療センター、浦添総合病院、琉球大学

付属病院、琉球大学付属病院（移転予定）、中頭病

院、中部徳洲会病院、南部徳洲会病院、友愛医療セン

ター、ハートライフ病院、県立八重山病院、県立宮古

病院、公立久米島病院 

避難地 
広域避難場所 － 

奥武山公園、新都心公園、漫湖公園、平和祈念公園、

西崎総合運動公園、コザ運動公園、県総合運動公園、

北谷公園、石垣市中央運動公園 

国営公園 － 海洋博公園 

燃料供給拠点 石油備蓄基地 － 
沖縄出光㈱油槽所、南西石油㈱、りゅうせき八重山支

店、りゅうせき宮古支店、りゅうせき久米島出張所 
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3-2 緊急輸送道路ネットワーク計画 

3-2-1 緊急輸送道路ネットワーク計画の定義 

(1) 対象道路 

 
対象道路：沖縄自動車道、国道（直轄、補助）、主要地方道、一般県道、臨港道路 等 
 

(2) 緊急輸送道路の指定要件及び定義 

(a) 沖縄本島 

 
名称 定義 

第一次緊急輸送道路 那覇空港、重要港湾等（3 港）※1、災害対策本部等※2、広

域市町村圏中心市庁舎※3を連絡する道路 
第二次緊急輸送道路 第一次緊急輸送道路で連絡された防災拠点と主要防災拠

点※4 を連絡する道路 
第三次緊急輸送道路 本島とその周辺の島を連絡する離島架橋 

＊1：重要港湾 4 港（那覇港、中城湾港、金武湾港、運天港）のうち、耐震強化岸壁の整備計画のない金武

湾港及び運天港を除く重要港湾 2 港と、耐震岸壁を有する本部港の計 3 港とする 
＊2：県の災害対策本部及び地方対策本部が設置されている県庁等（沖縄県庁、南部合同庁舎、中部合同庁

舎、北部合同庁舎）、沖縄県警察本部、沖縄総合事務局、自衛隊那覇駐屯地 
＊3：那覇市役所、沖縄市役所、名護市役所 
＊4：市町村庁舎、病院、指定公共機関等、国の出先機関庁舎、警察署、消防本部、他の輸送拠点（地方港

湾、主要な漁港、自衛隊基地ヘリポート、浄水場、火力発電所、石油基地、国営公園、海上警察、気

象台）とする。なお、宜野湾港、奥港については、耐震強化されていないが、各圏域の港湾拠点を補

完する目的で設定するものとする。 

  沖縄県緊急輸送道路の対象道路は、既設道路及び今後概ね 5 ヶ年内に供用予定

の道路を対象とすることを基本とするが、各道路管理者の意見を十分に反映し

設定を行うものとする。 

  沖縄自動車道及び国道からなるネットワークを骨格とし、沖縄本島部において

指定した防災拠点に接続するものとする。 
  広域市町村圏中心市へは多方面からアクセス経路（放射路線と環状路線）を確

保するものとする。 
  第一次及び第二次緊急輸送道路においては、多重性、代替性（迂回路）を確保

するものとする。 
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(b) 宮古島、石垣島、久米島 

 
名称 定義 

第一次緊急輸送道路 空港、港湾と県支庁等※1の所在地、広域市町村圏中心庁舎
※2、久米島町役場とを結ぶ道路 

第二次緊急輸送道路 離島ではその他の防災拠点※3 を結ぶ道路 
第三次緊急輸送道路 対象地域である離島部とその周辺を連絡する離島架橋 

等 
＊1：県の地方対策本部が設置される県支庁舎（宮古合同庁舎、八重山合同庁舎） 
＊2：広域市町村圏中心市として、宮古島市、石垣市 
＊3：自衛隊基地へリポート、県立病院、警察署、消防本部、気象台 

 

 
  

  国道及び主要地方道からなるネットワークを骨格とし、宮古島、石垣島、久米

島において指定した防災拠点に接続するものとする。 
  第一次及び第二次緊急輸送道路においては、多重性、代替性（迂回路）を確保

するものとする。 
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3-2-2 緊急輸送道路ネットワーク計画 

・沖縄本島（圏域別）、宮古島、石垣島、久米島における緊急輸送道路ネットワーク

計画の整理を行った。 
 

◇緊急輸送道路ネットワーク計画等総括表 

 
 ※既設：供用されている道路 

 計画：現在、事業中の道路 


